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１、はじめに 
本書は、USBインターフェース仕様の CBMプリンターのドライバのインストールについて説明してい
ます。必ず、ご使用になる前にお読みになってください。 
 
２、ご注意 
●プリンター本体の取扱説明書の注意事項にあらかじめ目を通してください。 
●本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失についても保証はいたしかねます。 
あらかじめバックアップを取るなどの対策をとってから、ご使用ください。 
 
３、機種分類 
IF-USB-P01： CBM1000II用の USBインターフェースボード 
IF-USB-P02： CBM1000II以降のモデルのUSBインターフェースボード 
 
４、動作環境 
●USBをサポートする下記Windowsが搭載されている PC 
Microsoft Windows XP、2000、Me、98SE、98 
●USBが正常に動作していること 
下の絵のように、デバイスマネージャ上で「ユニバーサル シリアル バス コントローラ」が表示さ

れている必要があります。これが、表紙されていない場合は、USBが動作していません。 
また、この表示の下のHost Controllerや USBルートハブに×や！が付いている場合は、USBが正常
に動作していませんので、USBでの印刷はできません。 

 

 
 
 



５、ケーブル接続 
PC側には、USB タイプ Aコネクタを差し込んでください。 
プリンター側には、USB タイプ Bコネクタを差し込んでください。 

  
タイプ Aコネクタ  タイプ Bコネクタ 
 
６、ドライバのセットアップ 
Windows 上で USB プリンターに印字をするためには、USB ドライバとプリンタードライバをインス
トールする必要があります。インストールの仕方は、OSにより多少違います。 
ここでは、USB ドライバのインストールについてのみ説明します。プリンタードライバのインストー
ルについては、プリンタードライバに付属する説明をお読みください。 
また、あらかじめ、両方のドライバを準備しておいた上で、インストールを始めてください。 
 
６－１、 Windows XPでのインストール 
Windows XPが起動している状態でUSBケーブルで PCとプリンターを接続し、プリンターの電源を
入れます。(念のため、他のプログラムは終了させておいてください。) 
プリンターの USB インターフェースが自動的に認識され、画面の右下に新しいハードウェアのインス
トール中というメッセージが出て、Windows XP内の標準の USBドライバが自動的にインストールさ
れます。 
USBドライバのインストールに引き続き、プリンターのドライバのインストールが始まります。 
プリンタードライバをインストールしてください。 
 
インストール後、念のため、以下の点を確認ください。 
●デバイスマネージャ上で USB印刷サポートと表示されていれば、USBドライバが、正しくインスト
ールされていること。 
●インストールされたプリンタードライバのプロパティーでポートを見ると、プリンターのポートは、

USB00xなどとなっていること。 
 
注：USBケーブルを抜き差しするなどすると、新たな USBデバイスとして認識をされ、００ｘの数字
が増えることがあります。実際に印字に使える組み合わせは、ひとつの USB ポートに対して 1 つの
USB00ｘです。正しい組み合わせを確認の上お使いください。 
 
 
 
 
 



６－２、Windows 2000でのインストール 
Windows 2000が起動している状態で USB ケーブルで PC とプリンターを接続し、プリンターの電源
を入れます。(念のため、他のプログラムは終了させておいてください。) 
プリンターの USB インターフェースが自動的に認識され、新しいハードウェアのウィザードが出て、
Windows 2000内の標準の USBドライバが自動的にインストールされます。 
 
USBドライバのインストールに引き続き、プリンターのドライバのインストールが始まります。 
プリンタードライバをインストールしてください。 
 
インストール後、念のため、以下の点を確認ください。 
●デバイスマネージャ上で USB印刷サポートと表示されていれば、USBドライバが、正しくインスト
ールされていること 
●インストールされたプリンタードライバのプロパティーでポートを見ると、プリンターのポートは、

USB00xなどとなっていること 
 
注：USBケーブルを抜き差しするなどすると、新たな USBデバイスとして認識をされ、００ｘの数字
が増えることがあります。実際に印字に使える組み合わせは、ひとつの USB ポートに対して 1 つの
USB00ｘです。正しい組み合わせを確認の上お使いください。 
また、USBケーブルを別の USBコネクターに接続すると USBポートが追加されます。この時も正し
い組み合わせで使うことが必要になります。 
 
６－３、Windows 98/MEでのインストール 
（Windows MEのインストールは、画面が少々異なりますが、ほぼ同じ手順でインストールできます。） 
Windows 98が起動している状態で USBケーブルで PCとプリンターを接続し、プリンターの電源を入
れます。(念のため、他のプログラムは終了させておいてください。) 
プリンターの USBインターフェースが自動的に認識され、「新しいハードウェアの追加ウィザード」が
表示されます。ここで「次へ」をクリックしてください。 

 
 
 
 



下のウィンドウが表示されます。「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」をチェックして、「次

へ」をクリックしてください。 

 
 
下のウィンドウが表示されます。「フロッピーディスクドライブ」にチェックを入れて、ドライバの入

ったフロッピーディスクをセットし、「次へ」をクリックします。 

 
 
以下のウィンドウが表示されます。「次へ」をクリックします。 

 
 



下のウィンドウで完了をクリックしてUSBドライバのインストールは終了です。 

 

引き続いてプリンタードライバのインストールが始まります。プリンタードライバをインストールをし

てください。 
 
USBポートについて 
PC に USB のコネクターが複数個ある場合、同じプリンターからの USB ケーブルを別の USB コネク
ターに差すと、別の USB ポートとして認識されることがあります。ケーブルが差してあるコネクター
とプリンタードライバが選んでいるUSBポートの組み合わせが正しくないと印刷できません。 
 
７、電源投入順の注意 
電源を入れる順番は、必ず PC→プリンターの順にしてください。 
複数の USBプリンターをひとつの PCにつないだ場合、USBポートの番号は、繋がった順に付いてい
きます。プリンターに割り振られる USB ポートの番号をいつも同じにしたい場合は、電源を入れる順
番をいつも同じにする必要があります。 
 
８、仕様 
USB規格：１．１仕様に準拠 
USBプリンターデバイスクラス規格：１．０仕様に準拠 
USBバスパワー消費： 40ｍA以下 （プリンターの本体の電源 OFF時は、消費しない） 
メイン基板とのインターフェース：弊社パラレルボードに準拠（USB--IEEE1284変換） 
通信速度： フルスピードモード（12M bps） 
通信方式： 双方向バルク転送 
バッファーメモリー： 512バイト（アップストリーム、ダウンストリーム双方合わせてのデータ量） 
外形寸法： ７0  x  40 ｍｍ (コネクター出っ張り部分を除く。) 
動作環境： ５－４０℃、 ３５－８５％ （結露なきこと） 
保存環境： －１０－５０℃  1０－９０％ （結露なきこと） 
 

 

 



シリーズＡプラグ シリーズＢプラグ 

コネクター：USBのコネクターのピン配置を下表に示します。 

  

  

 

 

 

                                      

 

 

           〔表 1-1 ピンの説明〕 

 
９、Windows 98、98SE、MEでの USBドライバの著作権について 
弊社より提供する USBPRINT.SYSとUSBMON.DLLは、Microsoft社が著作権を有するものです。弊
社は、Microsoftより弊社の USBプリンター用にライセンスおよび再配布の許諾を受けています。 
 
 

Pin No. 名 称 

1 VBus(+5V) 

2 -Data(D-) 

3 +Data(D+) 

4 GND 

Pin 1 Pin 1 Pin 4 

Pin 4 

Pin 2 

Pin 3 

Pin 2 Pin 3 


